
日付 2016年10月9日
単元 創世記・３

テーマ 神さまに信頼して従う

タイトル アブラハムの出発

テキスト 創世記１２：１～８

参照箇所 　

暗唱聖句 ヘブル１１：８

導入 どこかに初めて行く時、自分でどの電車やバスに乗ったらいいの
か、調べたりしたことありますか。行きかたが分からないことはあっ
ても、何のために行くのか場所も分からず、いきなり一人で出かけ
ることはないでしょう。今日のお話しは、神様にいきなり引越しなさ
いと言われて、どこに行くのか何のために行くのよく分からず、た
だ神様を信じて出発したアブラムのお話です。

Ⅰ 神様はあるときアブラムに、神様を信用して従いな
さい（ついてきなさい）といわれました  (1)

Ａ． アブラムは偶像の神様を信じている町ハランに住んでいま
した。

Ｂ． 神様は自分の思いの通りではなく、神様に信頼するように
言われました。

Ｃ． アブラムは行き先を知らないで町を出るには、すごい勇気
が必要だったでしょう。

Ⅱ 神様はアブラムに特別な計画と祝福を用意してい
ました。(2-5)

Ａ． 神様は素晴らしい国を作ることを約束しました。

Ｂ． 神様はアブラムを通して多くの人を祝福すると約束してくだ
さいました。

Ｃ． アブラムは、神様の祝福を信じて出発しました。

Ⅲ アブラムは約束された地カナンに着きました。(5-8)

Ａ． アブラムたちはハランから、５００キロくらいの旅をしてカナン
につきました。

Ｂ． 神様はアブラムに「あなたの子ども達にこの土地を与える」と
約束しました。

Ｃ． アブラムは心から神様に感謝しました。

結論 神様は約束を必ず守ってくださるお方です。アブラ
ムはその神様に信頼し祭壇を作り、感謝とこれから
も従いますとお祈りをして礼拝をささげたのです。

適用 神様はアブラムに持っていたように、私たち一人ひとりにも素晴ら
しい計画と祝福をよういしています。神様を信頼し、毎日ついてい
きますって心できめるとき、君にも素晴らしいことを神様はしてくだ
さいます。アブラムのように、毎日神様にお祈りし、神様の声を聞
くために聖書を読みましょう。分からないことは何でも教会の先生
にきいてね。なによりも、アブラムが神様に祭壇を作って礼拝した
ように、みんなも毎週教会に来て元気よく楽しんで礼拝しよう。

備考

メッセージアウトライン



日付 2016年10月16日
単元 創世記・３

テーマ 励まし助けてくださる神様

タイトル 神さまの約束

テキスト 創世記１５：１～６、１７：１～８、１８：１～１５

参照箇所 　

暗唱聖句 創世記１７：１

導入 私達は神様がお祈りを聞いてくださると信じていても、時々
不安になったり心配になったりします。でも、神様はそんな
私たちが信じて祈り続けられるように励ましてくれるのです。
今日はアブラハムの箇所から、励ましてくださる神様のお話
をしましょう。

Ⅰ 神様はアブラムに子孫が増えること約束しました。
(15:1-6)

Ａ． 毎日心配ごとがなくならないアブラムを、神様は励ましてく
ださいました。

Ｂ． アブラムは自分に子どもがいないことを神様にうったえまし
た。

Ｃ． 神様は星空を見せ、アブラムに子どもを与えると約束しまし
た。

Ⅱ アブラムは神様から新しい名前をもらいました。
(17:1-8)

Ａ． アブラムは９９歳になってもまだ子どもがいませんでした。

Ｂ． 神様はアブラムに繰り返し約束をしました。

Ｃ． 「多くの国民の父」という意味のアブラハムと言う名前をもら
いました。

Ⅲ アブラハムの子どもが生まれるときが近づいてきま
した。(18:1-15)

Ａ． ３人の旅人が来て、来年赤ちゃんの生まれることを告げまし
た。

Ｂ． サラは信じられず、笑ってしまいました。

Ｃ． 神様にできないことはない、必ず生まれると約束してくださ
いました。

結論 神様はアブラハムが信じ続けられるように、何回も
励まし神様との約束を思い出させ助けてくださいま
した。

適用 あなたはすぐにかなわないお祈りを、サラのように笑ってし
まって途中であきらめてやめていませんか？不安になった
り心配になったりした時、アブラハムのように、正直に自分の
気持ちを神様に祈りましょう。心配なら心配、不安なら不安、
苦しいなら苦しいと。アブラハムを励まし助けてくださった神
様は、あなたの正直な祈りにも答えてくださいます。正直に
祈れば祈るほどアブラハムと同じように、あなたも神様の約
束が本当だと心から思うようしてもらえます。だから今日から
あなたも、正直なあなたの心の思いを神様に祈りましょう。

備考

メッセージアウトライン



日付 2016年10月23日
単元 創世記・３

テーマ 罪から救い出してくださる神様

タイトル ソドムから逃がしてもらうロト

テキスト 創世記１９：１～２９

参照箇所

暗唱聖句 ローマ６：２３

導入 今日は、アブラムの甥ロトの話です。甥って知ってますか？
ロトさんがソドムの町に住んでいました。そのソドムの町って
どんな町だったんだろうね。

Ⅰ 神様の前に罪を犯し続けてきたソドムの町。(1-9)

Ａ． 神様が滅ぼそうとするほどソドムの町は悪い町でした

Ｂ． 神様はロト一家を助け出す為に御使いを遣わしました

Ｃ． 町の人たちは御使いをもひどい目にあわせようとしました

Ⅱ 救いの約束と最後の警告(10-２２)

Ａ． 御使いはロト一家を救う為に町から逃げ出すように言いまし
た

Ｂ． 町から出るのをためらっているロトの家族を、御使いが外に
連れ出しました

Ｃ． 御使いは、いのちがけで振り返らず逃げるように言いました

Ⅲ 神様に従う人は救われます。(23-29)

Ａ． 罪から離れないソドムは、滅ぼされました。(23-25)

Ｂ． 振り返ったロトの奥さんは塩の柱になりました。(26)

Ｃ． 神様に従ったロトと娘は救われました。（27-29）

結論 私達は、自分の力で罪に勝つことはできません。
神様を信じていのちがけで罪から離れましょう。

適用 ロトが罪の町ソドムから逃げられなかったように、私達も、自
分の力では罪に勝てません。イエス様だけが罪に勝ってく
ださったお方です。神様は私達が罪に弱いことをよく分かっ
ています。神様は必ず私たちを罪から助け出してくださいま
す。きみやお友達がしていることが罪だとわかったら、そこ
にいてはいけないよ。振り返らずに、きっぱりと罪から離れま
しょう。さそわれても、いやだといいましょう。罪につかまらな
いように負けないように、毎日神様に守ってくださいとお祈り
しましょう。

備考

メッセージアウトライン



日付 2016年10月30日
単元 創世記・３

テーマ 従順

タイトル 従いきったアブラハム

テキスト 創世記２２：１～１９

参照箇所 ピリピ２：８、Iコリント１０：１３、ヘブル１１：１７～１９、１２：５～１
１、ヤコブ１：２～５

暗唱聖句 創世記２２：１４

導入 あなたにとって宝物ってなんですか？それを捧げろと言わ
れたらどう思いますか？今日はｱﾌﾞﾗﾊﾑにその宝物を捧げ
ろと言ったお話です。

Ⅰ 神様はアブラハムに試練を与えました。（１～２）

Ａ． 神様はイサクを、いけにえとして捧げるように言われました。

Ｂ． イサクはアブラハムにとって、とっても大切な約束の子でし
た。

Ｃ． イサクを捧げよといわれたアブラハムの気持ちはどんなだっ
たでしょう

Ⅱ アブラハムは神様の命令に従いました。(３～9)

Ａ． 神様の命令は、とてもつらいものでした

Ｂ． アブラハムとイサクは神様に言われた場所に向かいました

Ｃ． イサクも従って祭壇の上載せられました

Ⅲ 神様は、命令に従った二人を祝福してくださいまし
た。(10～19)

Ａ． 二人の信仰を喜ばれた神様はイサクを殺させないようにしま
した

Ｂ． 神様はイサクの身代わりに雄羊を用意しました

Ｃ． アブラハムの信仰によって子孫が祝福されることを約束され
ました

結論 神様の命令は厳しくても従おうとする人を、神様は
祝福します

適用 アブラハムが一番大切な独り子イサクを捧げました。父なる
神様も私たちのために独り子なるイエス様を捧げてください
ました。それほどまで私たちは愛されています。この愛の神
様に、私たちもどんな試練があっても従っていきましょう。

備考

メッセージアウトライン


